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種ごとには Amaranthus caudatus、A. cruentus、A. hybridus、A. hypochondriacus が種子用、A. celocia
が鑑賞用、A. dubius , A. blitum, A. viridis は weedy と類別されるが食用に利用されている。A. 















なった。なかでも雑草様アマランサス A. dubius は平均でも 20％と野菜用アマランサスの平均 16％
に比べても高いタンパク質含量を示した。A. dubius のなかでも約 30％と極めて高いタンパク質含量
を示す系統も見いだされ、これらの雑草様アマランサスは有望な遺伝資源であることが明らかにな
った。倍数性に関しては、高タンパク質含量を示した雑草様種である A. dubius には倍数性は認めら









               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、インドネシアの貧困層において重要な栄養源となっている野菜用アマランサスの農業形
質と栄養価に関する遺伝的変異を明らかにしたものである。種子用アマランサスについては世界的に
も多くの研究がなされているが、野菜用アマランサスに関しては、基礎研究はもとより育種研究が少
ない。インドネシアにおいては貧困層の栄養不足を解消する一助と成り得る野菜としてのアマランサ
スの育種基盤の構築が望まれていた。本研究は、今後、インドネシアにおけるアマランサス育種に貢
献する研究である。今後、インドネシア国内で試験研究は必要であるが、日長反応性に関する情報は
高緯度地帯での栽培であれば比較的簡便に明らかにできたものである。雑草様アマランサスA.dubius
が野菜用アマランサスの改良に有望な遺伝資源であることを明らかにするなど、本研究で明らかにし
たインドネシアのアマランサス遺伝資源の遺伝的多様性に関する情報は、今後のインドネシアにおけ
るアマランサス育種に大いに貢献するものとして高く評価される。 
平成25年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
